
平成19年度 市民ワークショップ

総勢２３人の“いっぱいやり隊”メ
ンバーが集まりました！

先輩から新人へ…昨年度の市民の想いを「つなぐ」

平成１９年度の柏市新中央図書館整備事業では，
市民が新中央図書館の運営に参画するための
知恵を集めるワークショップを３回実施します。第
１回目が去る１０月７日に開催されました。
平成１８年度に集まったメンバーは，新たにでき
る図書館に「いっぱい言いたい」方々でした。そし
てそのメンバーに，今年度から参加する方々も含
めて加わり，いよいよ新中央図書館の運営に市
民が参画する具体的な方法を考える「いっぱい
やりたい」市民ワークショップがはじまりました。

第１回やることメニュー

平成１８年度からの参加者・・・「センパイ」

２人一組で交流するインタビューでワークショップの継続性
を保ちました。今年度は大学生や若い世代の参加者もい
て，幅広いアイディアも生まれました。

ワークショップのスケジュール
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●先進事例の見学会と
ディスカッションを！

●他市の事例に学ぶべ
く具体的なデータが欲
しい

新たに参加された方々には，日ごろ思うことも含め，まだまだ図書館のあ
り方に，「言いたい！」ことがあるようです。

●市にはもう何度も言っていることが実現したことが無い。市民との協働
というなら、市民に頼るのでなく市の方で様々なデーターを準備したら
どうだろう。

●「市民」の意見を聞きました…という「ポーズ」ではないのか？本当に
市民の意見が生かされるのか？

●若い人の参加がもっとなければ未来が無い。

次回は，
日時：１１月３日（祝）午前９時～正午
会場：沼南庁舎５階５０１会議室でお会
いしましょう！

次回の予告！

「市民参画の事例から考えてみましょう」

第1回目は市民の参画で何が出来るか？そのための仕組みはどうあるべきかを話し合い
ました。その中でも，具体的に市民が参画する運営の他の事例を挙げて欲しいという希望
がありました。「理想」を語る時は終わり，具体的な事例から自分たちの将来の取り組み
の参考としたい。そんな市民のみなさんの生の声でした。また，具体事例を見学に行きた
いという声もありました。

そこで，第２回目では…

●市内の市民参画の事例として，かしわインフォメーションセンターを柏市からの委
託で運営されているNPO法人柏市インフォメーション協会の藤田とし子事務局長
をお招きして，市民団体が行政の行う事業に参画する意義やその実情をお聞きし
たいと思います。
●藤田さんは，新中央図書館整備基本計画策定有識者懇談会委員でもあり，新中
央図書館の市民参画に大きな期待を持っていらっしゃいます。藤田さんのお話も
参考に，より具体的に市民参画のあり方を考えて行きたいと思います。

い よ い よ 始 ま り ま し た ！

平成１９年度からの参加者・・・「しんじん」
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市民が主体になって運営に参画する新中央図書館の仕組みを考えました！

平成１８年度の最後に「市民が図書館にどう関わるか？」の提案を下敷き
に，「センパイ」「しんじん」がまざりあって，「さらに具体的な姿」を検討しま
した。




